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環礁立国の地盤問題：モルディブ共和国で発生した礁崩壊

Collapse of island foundation in atoll nation: the Republic of Maldives
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太平洋・インド洋には環礁上に成立したサンゴ洲島によって国土を構成している環礁立国がある。インド洋のモルディ
ブ共和国は，大小 23の環礁上に形成された 1200のサンゴ洲島が国土を構成する人口 29万 1千人の島国である。同国は
将来の海面上昇によって国土の浸食・水没が危惧されている。しかし、近年これとは全く異なった国土崩壊の危機に見
舞われた。

2002年 2月、同国人口の３分の１が住む首都マーレ (Mal&eacute;)島にて、基盤となっているサンゴ礁の一部が崩壊
し、その周辺に多数の亀裂が発見された。ビル・防波堤の建設や埋め立て，港湾整備に伴うサンゴ礁の開削などの開発
が盛んに行われている場所であった。このような問題が生じたのは，世界的にもマーレ島がはじめてである。
マーレ島北東部の礁湖側斜面は，傾斜約 45度の斜面が約 40mまでつづき，それより海側で緩斜面の礁湖底となる。急

傾斜の斜面表面は非常に平滑で堅く固結している。最初の崩壊は 2002年 2月 6日に作業台船による過失が原因となって
発生した。崩壊は，幅 60m深さ 44ｍに達する。その後，2004年 1月 15日に小規模な崩壊が起こった。崩壊によって発
生した debrisは，水深 40～45m付近に堆積している。礁表面には多数の割れ目が認められた。
崩壊地では礁面 (水深 3m)～水深 25mまでの礁湖側斜面の内部構造が確認できた。礁湖側斜面は表層から約 2mの厚さ

で，きわめて硬い礁構造が認められた。この硬い礁構造は原地性サンゴの成長と膠結作用によって形成されており，そ
の内側に枝サンゴ・卓状サンゴ礫と砂よりなる未固結の堆積物が詰まっている。堅固な斜面表層部が天然防護壁として
礁内の未固結堆積物を保持する役割を果たしていることがわかった。放射性炭素年代測定により，この堅固な斜面表層
部は，約 8,200～6,500 cal yBPの礁形成過程で形成されたことが明らかになった。
環礁上に成立する島々の規模は小さく，環礁立国は多くの分散した島々によって成り立っている。近年，産業構造の

変化にともなって都市部への人口集中が進むとともに，政府も効率的なインフラ整備を進めるため特定の洲島に人口を
集中させる政策をとっている。このため，これらの洲島周囲では埋め立てや浚渫などの礁―洲島系の改変が盛んに行わ
れ，礁性堆積物の再配置が進んでいる。今回の基盤サンゴ礁崩壊問題は，環礁立国の開発にあたっては当該地域の礁構
造を明らかにし，安定度を評価する必要があることを示唆している。


